
1990年出上の木簡

奈
良
。藤
原
京
跡
右
京
七
条
二
坊

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
飛
騨
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
阪
口
俊
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
藤
原
官
南
面
西
門
の
南
方
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
あ
り
、敷
地
内
に
七
条

条
間
小
路
及
び
西

一
坊
大
路
推
定
線
が
通
る
。
調
査
面
積
は
六
五
五
♂
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
七

条
条
間
小
路
と
西

一
坊
大
路
交

差
点
の
西
南
部
分
、
つ
ま
り
七

条
条
間
小
路
南
側
溝
と
西

一
坊

大
路
西
側
溝
で
あ
る
。

西

一
坊
大
路
西
側
溝
は
、
七

条
条
間
小
路
を
横
断
せ
ず
に
西

に
曲
が
り
、
小
路
南
側
溝
に
接

続
す
る
。
た
だ
、
七
条
条
間
小

路
南
側
溝
は
、
西

一
坊
大
路
西
側
溝
と
の
接
続
部
分
か
ら
約
八
ｍ
の
地
点
で
そ

の
深
さ
を
急
激
に
減
じ
て
い
る
か
ら
、
水
流
は
全
称
的
に
停
滞
傾
向
に
あ
る
と

い
え
る
。
木
簡
は
、
こ
の
南
側
溝
終
端
付
近
の
最
下
層

（暗
灰
色
粘
土
）
中
か
ら

単
独
で
出
上
し
た
。
削
暦
や
木
製
品
は
全
く
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

さ
て
西

一
坊
大
路
西
側
溝
の
西
側
で
は
、
こ
れ
に
平
行
す
る
南
北

一
本
柱
列

を
検
出
し
た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
溝
と
柱
穴
の
切
合
い
関
係
か
ら
、
両
側
溝

よ
り
も
南
北
柱
列
が
先
行
し
て
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
七
条
条
間
小
路

路
面
部
分
の
柱
の
み
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
名
＜鹿
須
士竺
醍
ヵゴ

。
「
＜
□
第
二
殿
下
々
」
　
　
　
　
　
　
　
　
浄μ巽
］受
Φ
鼠

(吉野山)



「須
志
」
は

「
ス
ツ
」
と
読
み
、
い
わ
ゆ
る

「鮨
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
原
官
跡
出
土
木
簡
に
は

「尾
張
国
海
部
郡
魚
鮨
三
斗
六
升
」
と
記
す
も
の
が

あ
な
（奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥
・
諜
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
八
　
一

九
八
七
年
）
も
の
の
、
「須
志
」
の
用
字
は
、
藤
原
官
及
び
平
城
官
出
土
木
簡
を

通
じ
て
初
出
で
あ
る
。
鹿
の
ス
ン
（鮨
・
須
志
な
ど
）
は
、
木
簡
と
し
て
は
初
出

で
あ
る
が
、
『
延
喜
式
』
主
計
上
の
中
男
作
物
条
、
及
び
同
紀
伊
国

。
筑
前
国

・

豊
前
国

。
豊
後
国
の
各
中
男
作
物
の
品
日
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

「鹿
鮨
」
が
み
え

ヱＯ
。な

お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
宮
跡
発
掘

調
査
部
橋
本
義
則
氏
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
勝
部
明
生

。
菅
谷
文
則

。
中
井

一
夫
氏
、
京
都
教
育
大
学
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（阪
口
俊
幸
）

木

簡

研

究

第

一
君

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

中
　

琢

一
九
八
九
年
出
上
の
木
間

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
十

一
坪
　
薬
師
寺
　
西
大

寺
　
藤
原
官
跡
　
藤
原
京
跡
　
山
田
寺
跡
　
上
之
官
遺
跡
　
飛
鳥
京
跡

長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
⑨
　
平
安
京
左
京
三
条
三
坊

十
六
町
　
平
安
京
西
市
外
町
　
平
安
京
右
京
六
条

一
坊
十
三
町
　
平
安

京
右
京
七
条
二
坊
十
四
町
　
久
田
美
遺
跡
　
大
坂
城
跡
①
　
大
坂
城
跡

②
　
大
坂
城
跡
⑥
　
上
清
滝
遺
跡
　
日
置
荘
遺
跡
　
上
町
遺
跡
　
小
曽

根
遺
跡
　
森
北
町
遺
跡
　
但
馬
国
分
寺
跡
　
砂
入
遺
跡
　
嶋
遺
跡
　
山

国

・
源
ケ
坂
遺
跡
　
上
滝
野

・
官
ノ
前
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
川

合
遺
跡
八
反
田
地
区
　
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
（配

一
〇
七
遺
跡
）

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
木
部
遺
跡
　
虫
生
遺
跡
　
筑
摩
佃
遺
跡
　
国
分

境
遺
跡
　
門
田
条
里
制
跡
　
胆
沢
城
跡
　
秋
田
城
跡
　
辻
遺
跡
　
寺
前

遺
跡
　
天
神
山
遺
跡
　
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
周

防
国
府
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一

平
抜
官
跡

（第
二
五
次
）

森
ノ
内
遺
跡
出
上
の
木
簡
を
め
ぐ

っ
て

木
簡
類
に
よ
る
和
名
抄
地
名
の
考
察

―
―
日
本
語
学
の
た
ち
ば
か
ら
―
―

内
資
人
考

彙
報

頒
価

山

尾

幸

久

工

藤

力

男

春

名

宏

昭

三
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円




